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IMF世界経済見通し 

最新の世界経済の見通しは？ 
IMFは、2017年の世界経済が順調に回復するとの見通しを維持しました。

ユーロ圏、日本、中国、ASEAN5、ブラジル、メキシコなどが上方修正されました。 

（注1） ASEAN5はタイ、インドネシア、マレーシア、フィリピン、ベトナムの5カ国。インドは年度。 
（注2） 各年の修正幅は2017年4月時点の見通しとの比較。豪州は2017年4月の見通し。 
（出所）IMFのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

 国際通貨基金（IMF）によれば、17年の世界

経済の実質GDP成長率見通しは＋3.5％と4月

時点と比べて変化はありませんでした。 

 先進国・地域では米国が4月比▲0.2％の

＋2.1％、英国が同▲0.3％の＋1.7％へ下方

修正されました。米国は今後の財政政策の効果

が引き下げられたこと、英国は1-3月期の成長率

が低調だったことが背景です。一方、日本とユーロ

圏は上方修正となりました。日本は1-3月期の個

人消費、投資、輸出が堅調だったことが背景です。

ユーロ圏は、遡及修正により16年の実績が引き 

上げられ、17年、18年の予想も引き上げられました。

フランス、ドイツなどの国内需要のモメンタムの強さが

反映されました。 

 新興国・地域の成長率は、引き続き加速する見通

しで17年は0.1％の上方修正となりました。中でも

中国は17年、18年と上方修正です。中国は拡張

的な財政政策や過剰生産能力の解消に向けた構

造改革等が寄与し、年前半の成長率が上振れたこ

とが背景です。ASEAN5、ブラジル、メキシコ、南アフ

リカも上方修正されました。インドは18年にかけて成

長が加速する見通しが維持されました。 

 IMFの世界経済見通し（2017年7月） （単位：％）

成長率 修正幅 成長率 修正幅 成長率 修正幅

3.2 0.1 3.5 0.0 3.6 0.0
1.7 0.0 2.0 0.0 1.9 ▲ 0.1

　日   本 1.0 0.0 1.3 0.1 0.6 0.0
　米   国 1.6 0.0 2.1 ▲ 0.2 2.1 ▲ 0.4
　ユーロ圏 1.8 0.1 1.9 0.2 1.7 0.1
   英   国 1.8 0.0 1.7 ▲ 0.3 1.5 0.0
 　豪   州 2.5 - 3.1 - 3.0 -

4.3 0.2 4.6 0.1 4.8 0.0
　中   国 6.7 0.0 6.7 0.1 6.4 0.2
　ASEAN5 4.9 0.0 5.1 0.1 5.2 0.0
　イ ン ド 7.1 0.3 7.2 0.0 7.7 0.0
　ブラジル ▲ 3.6 0.0 0.3 0.1 1.3 ▲ 0.4
  メキシコ 2.3 0.0 1.9 0.2 2.0 0.0
　ロ シ ア ▲ 0.2 0.0 1.4 0.0 1.4 0.0
  南アフリカ 0.3 0.0 1.0 0.2 1.2 ▲ 0.4
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